































aals結合に起因 して熱的に不安定であると考えると③の内容も説明される｡ また積層欠陥を生 じさ
せるずれが2つ､3つ､...と連続 して出来た場合は積層欠陥領域のサイズが異なることから励
起子の束縛状態が異なりそれがシリーズになっていると考えると④ も説明される｡ また発光スペク
トルの特徴は磁気光吸収スペクトルの構造と対応 してよく説明され､強励起効果の特徴もこのモデ
ルで説明された｡
6.核磁気相転移が電気抵抗に及ぼす効果
木 孝 史
金属増強核磁性体において､核磁気モーメントが磁気相転移を起こすmK付
近の物性は､現在まで主に帯磁率と比熱を中心に調べられてきたが､電気抵抗
という観点からはほとんど論じられた事がない｡交流インピーダンスの測定か
ら､核の磁気秩序が電子系に及ぼす効果を調べた｡
超低温域において電気抵抗測定があまり行われない理由には､第-に､測定
手段そのものがヒー トリー クの大きな原因となり易い事､第二に､サンプルの
良否が残留抵抗値に直接反映されるため､よほど純度､あるいは測定精度が高
くない限り､Tcで期待される小さい変化を捕らえにくい､という2点が考えら
れるが､これらはSQUlDを零点検出器とした交流インピーダン'スブリッジ
を用いることで解決 した｡
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